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― やさしく かしこく つよく ― 

柿小だより 
 

令和４年１２月 柿崎小学校発行 

 

柿崎中学校区ＣＳ交流会 
 

 

11 月 25 日（金）、柿崎中学校区４小中学

校の合同ＣＳ（学校運営協議会）交流会 

が、柿崎小学校ランチルームを会場に行わ

れました。各学校の学校運営協議委員のう

ち約３０名が集まりました。各校の学校運

協議会長による活動紹介や課題の発表と柿

崎区総合事務所所長 新部彰様から講演を

いただきました 

 

柿崎小学校学校運営協議会長 平野伸二様からは、今年度の第３回までの学校運営協議会や教育

活動への支援の様子を紹介いただきました。一部を紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

柿崎中学校校区の他の学校も、学校運協議会委員が、特色ある教育活動への様々な支援を行っ

ていることが分かり、大変参考になりました。 

 

新部所長様からは、「柿崎区の現状と今後の地域づくり」について、柿崎区の概況についての豊

富なデータや資料とご経験をもとに、貴重なお話をいただきました。柿崎を愛するお気持ちがひ

しひしと伝わってきました。  

 これからも、「柿崎を愛し、大切  

にする子ども」を育んでいきたい   

と思いました。 
  今後とも、保護者、地域の皆様  

から、子どもたちのすこやかな成  

長のためにお力添えいただきた 

く、よろしくお願いいたします。 

  

   

  （教頭 小林 恭子） 

 

はまどり 

ＣＳ副会長とお仲間の方からご支援いただき

ました。３年生は船に乗せてもらって、海から柿

崎を眺めたり、釣りを楽しんだり、柿崎の海のよ

さを存分に味わいました。柿崎の海の「すてき」

をたくさん見付けました。 

５月に行った拡大学校運営協議会（学校職

員全員、ＰＴＡ執行部の皆さん参加）での生

活科、総合的な学習カリキュラム検討会を経

て、９月に３年生の活動が実現しました。 
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６年生 ひまわり学年修学旅行 
 

６年生の総合的な学習の時間のテーマは「未来につなぐ 柿崎の宝」です。１学期か

ら、大出口泉水の棚田での酒米づくりを中心にした活動を行ってきました。「柿崎を食べ

る会」や「頚城酒造」の皆さんとの関わりの中で、たくさんの柿崎のよさを見付けること

ができました。11月21日、22日の修学旅行では、上越から飛び出して県内の他地域で

地域活性化に携わる方たちに出会い、見て、聞いて、体験をすることができました。上越

で関わった皆さんにも旅行の中で出会った皆さんにも、「地域のよさを知り、それを発展

させ、未来につないでいこう」という共通の思いがあることに気付きました。 
 

  

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 世界に誇る日

本の技術につい

て学びました。 

北は北海道、南は沖縄

から・・。県外から移住

された方々に指導をし

ていただき、コース別体

験をしました。 

・チーズ作り体験 

・スポーツ体験 

・ラジオクルー体験 

・アウトドア体験 
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自分で選んだグ

ラスに、思い思いの

イラストや文字を

刻みました。思い出

の一品です。 

 



 

 

 

 いよいよ子どもたちが楽しみにしている冬休みに入ります。この冬休みは、年末・年始

という一年の大きな節目を迎える時でもあります。子どもたちが新しい年への希望をもつ

とともに、家族や地域の人々との心の触れ合いを深め、有意義に過ごしてくれることを願

っています。学校では、子どもたちに冬休みの過ごし方について下記のように指導いたし

ました。ご家庭でも、事故やけがのない楽しい冬休みを過ごすことができますよう、お子

さんにあった指導をお願いします。 

 

１ 健康な生活をしよう                                            
○毎日きちんとした生活のリズムで過ごしましょう。    

  （「早寝・早起き・朝ごはん」、きまりよい食生活、歯みがきの励行など） 

○新型コロナウイルスやインフルエンザなどの感染に気を付けましょう。 

 ●手洗い ●マスク ●毎朝、体温をはかる ●人とのきょりをあける 

○テレビ・ゲーム・動画等、メディア漬けの生活にならないよう、わが家のルールを守り

ましょう。   

 ※オンラインゲームについても今一度ご家庭でお子さんと話をして、約束を決めてくだ

さい。                            

                             

２ きまり正しい生活をしよう     
○自分から進んで計画を立てて学習しましょう。 

○外出、家の外での遊び、友達との遊びについては、お家の人と相談しましょう。 

○外出するときは、行き先、用件、帰る時刻などを告げて出かけましょう。 

○朝の９時までは友達の家に遊びに行ってはいけません。夕方 4 時３０分までには家に帰りま

す。 

〇友だちの家や外出先のマナーを守りましょう。 

 ・保護者不在の家で遊びません。 

〇お金の使い方は、家の人と相談して決めましょう。 

〇お店では、子どもだけで歩き回ったり、買い食いをしたりしません。 

○おごり合い、お金やゲームソフト等の貸し借り、万引きは絶対にしません。 

                                                                                                 

３ 安全な生活をしよう                                                       
○交通ルールを守り、事故に気を付けましょう。 

〇雪があるときは遊び場所や遊び方に気を付けましょう。 

〇雪が降っている時や雪のある道路では自転車に乗りません。 

〇キックスケーターなどローラーのついた乗物は道路や歩道で乗りません。                 

〇火いたずら、火遊びは絶対にしません。  

〇知らない人に誘われても決してついて行ってはいけません。「いかのおすし」を守り、

不審者にあったら、まず警察に連絡しましょう。 

〇校区外へは、責任のもてる大人と一緒にでかけましょう。 

〇ゲームセンターへ出入りしてはいけません。ゲームコーナーやカラオケは保護者同伴でもなる

べく行かないようにしましょう。 

                                                                      

４ 家族や地域の一員として自覚をもって生活しよう                         
〇気持ちを込めたあいさつ（新年のあいさつや訪問時等も）や返事、仕事を進んでしまし

ょう。        

きまりを守って楽しい冬休みに！ 


